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ごあいさつ

　

皆
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
ご
利
用
、

お
引
立
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。当
グ
ル
ー
プ

と
い
た
し
ま
し
て
も
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ「
す
べ
て
を

地
域
の
た
め
に
」の
も
と
、最
優
先
で
復
興
に
向
け
た
取
組

み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
こ
こ
に
ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

か
ら
の
お
知
ら
せ
」を
作
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、ご
高
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、当
行
の
主
た
る
営
業
基
盤
で
あ
る
福
島
県
内
の
経

済
に
つ
き
ま
し
て
は
、海
外
経
済
の
減
速
や
円
高
問
題
の
長

期
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
住
宅
の
建
替
え
・リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
の
住
宅
投
資
の
増

加
、除
染
事
業
や
震
災
復
旧
工
事
を
中
心
と
し
た
公
共
工

事
の
増
加
を
受
け
て
着
実
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、当
行
で
は
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
中
期
経
営
計
画「
東
邦

〝
一
歩
一
歩
〞計
画
」（〝
ス
テ
ッ
プ・バ
イ・ス
テ
ッ
プ
〞プ
ラ
ン
）を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。今
回
の
計
画
期
間
は
、創
立

75
周
年（
平
成
28
年
度
）に
向
け
た
長
期
目
標
達
成
の
た
め

の
重
要
な
期
間
で
あ
る
と
と
も
に
、福
島
県
が
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
本
格
的
な
復
興
に
向
か
う
転
換
期
で
も
あ
り
、当

行
な
ら
び
に
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、今
回
の
計
画
で
は
、「
復
興
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取
締
役
頭
取

復
興
に
向
け
て
、ふ
る
さ
と
福
島
と
共
に

「
一
歩
一
歩
」着
実
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

│
す
べ
て
を
地
域
の
た
め
に

│
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に
向
け
た
福
島
へ
の
貢
献
」を
基
本
方
針
の
第
一の
柱
と
し
、

東
日
本
大
震
災
や
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
方
々
へ
の
復
興
支
援
や
今
な
お
続
く
風
評
被

害
の
払
拭
な
ど
福
島
県
の
復
興
・
発
展
に
向
け
た
取
組
み
を

全
力
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、震
災
以
降
、変
化
す
る
経
営
環
境
の
中
で
当
行
の

さ
ら
な
る
成
長
と
確
固
た
る
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め

に
も「
成
長
戦
略
の
着
実
な
遂
行
」と「
経
営
体
質
の
更
な

る
強
化
」を
基
本
方
針
に
掲
げ
、復
興
関
連
の
制
度
資
金
や

復
興
支
援
私
募
債
等
を
活
用
し
、福
島
県
の
復
興
・
発
展
に

向
け
た
ご
融
資
に
積
極
的
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、事
業

再
生
支
援
や
福
島
県
の
復
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
期
待

さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
等
の
事
業
へ
の
支
援
に

よ
り
地
域
の
金
融
円
滑
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、植
林
活
動
や
金
融
商
品
を
通
じ
た
寄
付
の
実
施

な
ど
の
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
や
、障
が
い
者
が
中
心
と
な
っ

て
働
く
子
会
社「
株
式
会
社
と
う
ほ
う
ス
マ
イ
ル
」の
設
立
、

金
融
経
済
教
育
や
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
助
成
な
ど
、社

会
貢
献
活
動
へ
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、「
福
島
の
復
興
な
く
し

て
当
行
の
発
展
な
し
」の
考
え
の
も
と
、地
域
の
復
興
の
た
め

に
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
汗
を
流
し
、地
域
金
融
機
関
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、未
来
を
見

据
え
、ふ
る
さ
と
福
島
と
と
も
に「
一
歩
一
歩
」着
実
に
前
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
24
年
12
月

目次
C O N T E N T S
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設 立
本店所在地
店 舗 数

◎昭和16年11月4日
◎福島市大町3番25号
◎本支店113ヵ店
  （県内104、県外8、インターネット支店1）

資 本 金
従 業 員 数
総 資 産
総 預 金
貸 出 金

◎235億19百万円
◎2,021人
◎4兆970億円
◎3兆8,820億円
◎2兆4,476億円

TOHO トピックス❷13

CSR（企業の社会的責任）への取組み09

特集
城下町の通りを訪ねる

11

24年度中間決算のご報告・
グループの24年度中間決算のご報告

15

株式についてのご案内16

先人の知恵を知る ふくしまの「技」探訪
三春駒・三春張子（郡山市）

17

TOHO ギャラリー18

プロフィール
P R O F I L E

（平成24年9月30日現在）

県道飯野三春石川線・国道288号（三春町）
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新中期経営計画「東邦“一歩一歩”計画」

Ⅰ．復興に向けた福島への貢献 Ⅱ．成長戦略の着実な遂行 Ⅲ．経営体質の更なる強化

基本方針

当期純利益

東邦“一歩一歩”計画（“ステップ・バイ・ステップ”プラン）

計画期間：平成24年4月1日～平成27年3月31日（3年間）

～未来を見据え、着実な「前進」を～

法令等遵守・リスク管理態勢の強化

◯メイン化推進・裾野拡大による預貸金
の増強および有価証券運用力の強
化により、更なる成長を目指す。

◯お客さまに適した金融サービスの提
供により、役務取引等利益などの強
化を図る。

◯重要マーケット・重点分野へ大胆に経
営資源を投入するとともに、営業の原
点に立ち返り一歩一歩足で稼ぐ。

◯「福島の復興なくして当行の
発展なし」の考えのもと、最優
先で復興支援に取組む。
◯復興に向けた金融の円滑化、
復興支援事業への積極的な
参画などにより、福島の復興・
発展のため役職員全員が汗
を流す。

◯人材育成および権限委譲の
拡充により、「自ら考え、自ら
行動する」企業風土を確立
し、一人ひとりが積極的に考
動する組織へ変革する。
◯営業店業務改革・本部業務
効率化により、営業活動に特
化できる人員を創出する。

～創立75周年に向けて～

創立75周年（平成28年度）

（商標登録 第5238791号）

大きく・強く・たくましく

100億円以上を目指す

〈目指す銀行像〉

～地域に熱く・お客さまに誠実に・人を大事に～

新中期経営計画

長期目標

●総預金……………………4兆円以上
●総貸出金…………………2兆5千億円以上

主要勘定目標（平均残高） 経営指標目標

●コア業務純益（※1）…150億円以上
●当期純利益……………80億円以上
●自己資本比率 …………11％以上

［福島県内］
●預金シェア（※2）……45％以上
●貸出金シェア（※3）…42％以上

［平成26年度目標］ ［平成26年度目標］

（※1）実質業務純益-債券関係損益、（※2）ゆうちょ銀行・農協を除く、（※3）農協・政府系金融機関を除く

新
中
期
経
営
計
画「
東
邦〝
一
歩
一
歩
〞計
画
」ス
タ
ー
ト
！！

　

東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
で
は
、長
期
目
標
「
大
き

く
・
強
く
・
た
く
ま
し
く
」
の
中
で
、創
立
７５
周
年

（
平
成
２８
年
度
）に
お
け
る
当
期
純
利
益
１
０
０
億

円
以
上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
達
成
に

向
け
、平
成
２４
年
４
月
１
日
よ
り
、計
画
期
間
を
３

年
間
と
す
る
新
た
な
中
期
経
営
計
画「
東
邦〝
一
歩

一
歩
〞
計
画
」（〝
ス
テ
ッ
プ
･
バ
イ
･
ス
テ
ッ
プ
〞

プ
ラ
ン
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
中
期
経
営
計
画
で
は
、当
行
が
今
後
３
年
間

に
進
む
べ
き
方
向
性
を
具
体
的
に
示
し
て
お
り
、

「
福
島
の
復
興
な
く
し
て
当
行
の
発
展
な
し
」
の

考
え
の
も
と
、「
復
興
に
向
け
た
福
島
へ
の
貢
献
」

を
最
優
先
事
項
と
し
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、当

行
の
新
た
な
成
長
戦
略
を
遂
行
し
、地
域
と
と
も

に〝
一
歩
一
歩
〞着
実
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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収益力強化

営業力強化・人員創出

地域経済の活性化

中期経営計画目標の達成

Ⅱ．成長戦略の着実な遂行Ⅰ．復興に向けた福島への貢献

行動イメージ

地域経済の復興や産業活性化
に向けた取組みの促進

●復興資金の提供による地域への貢献
●復興支援事業への積極的な参画

地域貢献活動や環境保護活動の充実
●グループの人材、ネットワーク、ノウハウを
　活用した活動の展開

自ら考え、自ら行動する企業風土の醸成
●更なる人材育成の充実、従業員の活躍機会の拡大

積極的な経営支援・事業再生支援への取組み
●お客さまとのリレーション強化による貸出資産の健全化

徹底した業務の効率化
●営業店業務、本部業務の徹底した合理化

機動的な資本政策の実施
●質、量ともに十分な自己資本の確保

お客さまから選ばれ続ける
仕組みの強化

●メイン化推進による預金シェアアップ

変化するマーケットへ迅速に対応したチャネル戦略の展開
●営業体制の再構築 ●ITチャネルの充実

多様な金融サービス提供による
収益構造の改革

●　　経営課題提案型営業の展開

●投資商品の提案方法の多様化
●クレジットカード事業を活用した個人総合
　取引の拡大

積極かつ円滑な融資と
有価証券運用力の強化

●付加価値の高い営業活動による貸出金の
　ボリュームアップ
●有価証券運用力の強化

（商標登録 第5290908号）

Ⅲ．経営体質の更なる強化

総預金平均残高
億円

40,000

35,000

30,000

25,000
20年度 21年度 22年度 23年度 26年度

27,761
28,974

30,118

34,640

40,000
以上

中計
目標

22,511

総貸出金平均残高
億円

25,000

20,000

15,000
20年度 21年度 22年度 23年度 26年度

19,673
20,413 20,822

25,000
以上

中計
目標

当期純利益
億円

50

0
20年度 21年度 22年度 23年度 26年度

18

67

44

80以上

中計
目標

福島県内預貸金シェア

36

46

44

42

40

38

20年度 21年度 22年度 23年度 26年度

37.8 37.8
38.3

40.440.4
39.5

41.1

44.7
45
　以上

42
　以上

中計
目標

コア業務純益
億円

150

100

50

0
20年度 21年度 22年度 23年度 26年度

116 114 113
107

150以上

中計
目標

自己資本比率
％

％

11

10.5

10
20年度 21年度 22年度 23年度 26年度

10.7

10.9
10.8

10.6

11以上

中計
目標

46

預金シェア
貸出金シェア

（※1）

（※2）

（※1）ゆうちょ銀行・農協を除く、（※2）農協・政府系金融機関を除く

主要勘定目標、経営指標目標
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0

60

40

20

業務純益・コア業務純益

当行の格付け
（平成24年10月末現在）AAA、AA

BBB
投資適格・安全

A

BB、B、CCC、CC、C
投機的・不安定

D
債務不履行

自己資本比率における自己資本は、資
本金、資本剰余金、利益剰余金の基本
的項目（Tier1）と、一般貸倒引当金等
の補完的項目（Tier2）とに区分されま
す。T i e r 1 比率は、補完的項目
（Tier2）を除く中核的な自己資本比率
と言えます。

Tier1比率

自己資本比率は銀行の信用度、健全
性を示す重要な指標です。海外で業
務を営む銀行は8％以上（国際統一基
準）、当行のように国内のみで業務を
営む銀行は4％以上（国内基準）を維
持することが義務づけられています。

自己資本比率

24
年
9
月
期
、当
行
は
安
定
的
な
収

益
お
よ
び
十
分
な
健
全
性
を
確
保

し
、皆
さ
ま
か
ら
高
い
信
頼
を
得
て

い
ま
す
。

自
己
資
本
比
率（
単
体
）

銀
行
の
健
全
性
を
あ
ら
わ
す

自
己
資
本
比
率
は
11.

2
2
％
と
な
り
、

国
内
基
準
の
4
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

銀
行
経
営
の
健
全
性
を
測
る
上
で

重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
自
己
資

本
比
率（
単
体
）は
11.

2
2
％
と
な
り
、

国
内
基
準
の
4
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、T
i
e
r
1
比
率（
中

核
的
自
己
資
本
比
率
）は
9.
2
5
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
行
の
格
付
け

投
資
適
格
水
準
と
の
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　

経
営
の
健
全
性
と
安
定
性
に
関
し

て
は
客
観
的
な
評
価
が
大
切
で
す
。

「
格
付
け
」は
、利
害
関
係
の
な
い
第
三

者
で
あ
る
格
付
機
関
が
企
業
の
信
用

度
や
債
務
履
行
能
力
等
を
簡
潔
な

記
号
で
表
し
た
も
の
で
す
。最
近
で
は
、

企
業
の
安
全
性
を
客
観
的
に
評
価

し
た
指
標
と
し
て
、広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
行
は
、日
本
格
付
研
究
所
か
ら

「
A
」の
長
期
優
先
債
務
格
付
け
を
、

ま
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
社
よ

り「
A－
」の
長
期
発
行
体
格
付
け
を

取
得
し
て
お
り
、い
ず
れ
も
投
資
適
格

水
準
と
な
る
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。

決
算
ハ
イ
ラ
イ
ト

国
債
等
債
券
損
益
の
増
加
や
不
良
債
権
処
理
額
の
減
少

等
に
よ
り
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
場
金
利
の
更
な
る
低
下
を
主
た
る
要
因
と
し
て
資
金
運

用
収
益
は
減
少
し
ま
し
た
が
、効
率
的
な
債
券
運
用
に
よ
る

国
債
等
債
券
売
却
益
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、業
務
純

益
は
増
益
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
株
式
市
場
の
低
迷
に
よ
り

株
式
等
関
係
損
失
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、不
良
債
権
処

理
額
の
減
少
や
貸
倒
引
当
金
戻
入
益
の
計
上
に
よ
り
、経
常

利
益・中
間
純
利
益
は
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

損
益
の
状
況

日本格付
研究所
A

スタンダード
＆プアーズ社
   A－

34億円

 ［ 23年9月期比 ］

7億円
増加

11.22%

  ［ 24年3月末比 ］

 0.55ポイント
上昇

4兆3,224億円

   ［ 24年3月末比 ］

1,457億円
減少

総預かり資産残高
（総預金+預かり資産）中間純利益 自己資本比率

●自己資本比率（単体）の推移

10

5

Tier1比率

0
（％） 平成23年

9月末

（単位：％）

国内基準
4％

10.67

9.29

平成24年
3月末

10.95

9.47

平成24年
9月末

11.22

9.25

●コア業務純益 ●経常利益 ●中間純利益●業務純益

0
（億円）

80

60

100

40

20

平成22年
9月期

0

60

40

20

（億円）平成22年
9月期

56

（億円）平成22年
9月期

57

0

10

20

30

40

平成22年
9月期

（億円）

33
88

平成23年
9月期

平成23年
9月期

53

平成23年
9月期

平成23年
9月期

26
61

42

平成24年
9月期

平成24年
9月期

44

平成24年
9月期

平成24年
9月期

34

77

56

業務純益は、銀行本来の業務（資金の運用・調達、サービスの提供等）でどれだ
け利益をあげたかを表す銀行固有の指標で一般企業の営業利益に相当します。
コア業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入額と債券関係損益の影響
額を除いた利益です。
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（単位：％）

1

2

3

4

5

平成23年
9月末

平成24年
3月末

不良債権比率

部分直接償却を実施した
場合の不良債権比率

（参考）

金融再生法（正式名称「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」）に基づく基準
により、貸出金等の分類を公表しております。対象債権は私募債、貸出金、外国為替、未収利
息、仮払金、支払承諾見返及び使用貸借又は賃貸借契約により貸し付けた有価証券です。

金融再生法開示債権

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の担保・保証付債権について、債権額から担保の
評価額及び保証等により回収が可能と認められる額を差し引いた残額を、貸倒償却として債
権額から直接減額することです。

部分直接償却

総
預
金
は
3
兆
8,
8
2
0
億
円
、総
貸
出
金
は
2
兆
4,
7
3
2
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
預
金
・
預
か
り
資
産

　
総
預
金（
譲
渡
性
預
金
含
む
）は
、公
金
預
金
の
減
少
を
主
な
要
因
と
し
て
期
中
1,
5
1
4
億

円
減
少
し
、3
兆
8,
8
2
0
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
預
か
り
資
産
残
高
は
、生
命
保
険
の
増
加
に
よ
り
、期
中
56
億
円
増
加
し
、4,
4
0
4
億
円
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
平
成
24
年
3
月
末
比
）

総
貸
出
金

震
災
以
降
の
資
金
需
要
等
に
幅
広
く
お
応
え
し
た
結
果
、私
募
債
を
含
め
た
総
貸
出
金
は
期
中

2
4
1
億
円
増
加
し
て
2
兆
4,
7
3
2
億
円
と
な
り
ま
し
た
。　
　  

（
平
成
24
年
3
月
末
比
）

預
金
と
貸
出
金
の
状
況

十
分
な
引
当
を
行
い
、健
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
金
融
再
生
法
に
基
づ
く
資
産
査
定
の
結
果
、貸
出
金・支
払
承
諾
見
返
等
の
総
与
信
の
う
ち
正
常

債
権
以
外
の
債
権
は
、45
億
円
減
少
し
5
6
3
億
円
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
債
権
に
つ
い
て
は
、

担
保
等
に
よ
り
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
貸
倒
引
当
金
に
よ
り
十
分
な
引

当
を
行
い
健
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
平
成
24
年
3
月
末
比
）

（
注
）な
お
、当
行
で
は
部
分
直
接
償
却
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、実
施
し
た
場
合
の
正
常
債

権
以
外
の
債
権
は
4
7
1
億
円
と
な
り
ま
す
。

不
良
債
権
の
状
況

（単位：億円、%）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 169
373
20
563

169
267
10
448

64
204
8

276

105
63
2

171

100.0
71.6
53.4
79.5

債権額
（A）

保全額
（B） 担保・保証等 貸倒引当金

保全率
（B／A）

危 険 債 権

要管理債権

合　　　計

●金融再生法開示債権の保全状況

破産、会社更生、再生手続等の事由により、
経営破綻に陥っているお取引先に対する債権
およびこれらに準ずる債権のことです。

お取引先が経営破綻の状態には至っていない
ものの、財政状態および経営成績が悪化し、契約
に従った債権の元本の回収および利息の受取
りができない可能性の高い債権のことです。

3カ月以上延滞している債権および貸出条件を
緩和した債権のことです。

2
兆
4,
2
4
1
億
円

正
常
債
権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 169億円

危険債権 373億円

要管理債権 20億円

●不良債権比率の推移

金融再生法開示債権

●総預金・個人預金残高の推移
　 （譲渡性預金含む）

●預かり資産（投資信託・公共債・生命保険）

25,000

30,000

35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

個人預金残高 総預金残高

0

1,000

生命保険残高
公共債保護預かり残高投資信託残高

（単位：億円）

（単位：億円）

3,000

4,000

2,000

1,143

3,941

765

2,031

平成23年
9月末

平成23年
9月末

1,499

4,404

747

2,157

平成24年
9月末

1,320

4,347

807

2,220

平成24年
3月末

40,000
（4兆円）

23,118

34,689

平成24年
9月末

24,806

38,820

平成24年
3月末

23,820

40,335

平成24年
9月末

2.48

2.02

2.65

2.16

2.27

1.90

●総貸出金・個人ローン残高の推移
　 （私募債含む）

0

5,000

20,000

25,000
（2.5兆円）

個人ローン残高
（単位：億円）

貸出金残高
私募債残高

平成23年
9月末

5,693

22,844

平成24年
9月末

5,965

24,732

平成24年
3月末

5,857

24.490

22,632

24,47624.258

212

255
231



■
復
興
応
援
通
販
事
業
・
観
光
産
業
支
援
事
業

　

の
企
画
・
協
賛

　

県
内
の
食
品
関
連
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
た
め
、当
行
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
復
興
支
援
通
販
事

業
を
企
画
・
協
賛
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、「
さ
す
け

ね
ぇ
ふ
く
し
ま
！
」「
こ
で
ら
ん
に
ふ
く
し
ま
！
」（
取
扱
期

間 

平
成
23
年
5
月
〜
平
成
24
年
3
月
末
）併
せ
て
累
計

販
売
個
数
6
万
個
、販
売
金
額
2
億
円
を
突
破
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、平
成
24
年

4
月
よ
り
「
ふ
く
し

ま
市
場
う
つ
く
し
ま

良
品
本
舗
」の
取
扱

を
開
始
し
て
お
り
、

平
成
24
年
9
月
末
時

点
で
累
計
販
売
個
数

８
千
個
、販
売
金
額

３
千
万
円
を
超
え
る

な
ど
、全
国
の
皆
さ

ま
か
ら
の
心
温
ま
る

ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

■
二
重
ロ
ー
ン
問
題
へ
の
対
応

　

東
日
本
大
震
災
お
よ

び
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
ら
れ
た
お
客
さ
ま

に
対
し
、「
二
重
ロ
ー
ン
問

題
」の
解
決
を
図
る
た

め
、震
災
前
の
既
存
の
お

借
入
れ
に
つ
い
て
福
島
産

業
復
興
機
構
お
よ
び
東

日
本
大
震
災
事
業
者
再

生
支
援
機
構
に
よ
る
買

取
制
度
を
活
用
す
る
な

ど
本
格
的
な
事
業
再
開

を
支
援
い
た
し
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
復
興
フ
ァ
ン
ド
組
成

　

東
日
本
大
震
災
に
よ

り
様
々
な
被
害
を
受
け

ら
れ
た
企
業
の
復
興
を

支
援
す
る
取
組
み
と
し

て
、平
成
23
年
８
月
に

「
ふ
く
し
ま
応
援
フ
ァ
ン

ド
」（
※
）を
株
式
会
社

日
本
政
策
投
資
銀
行
と

の
共
同
出
資
に
よ
り
組
成
い
た
し
ま
し
た
。

■
移
動
Ａ
Ｔ
Ｍ
車「
ふ
る
さ
と・ふ
く
し
ま
号
」の

　

稼
働
開
始

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に

よ
り
県
内
外
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
の
利
便
性
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、大
規
模
災
害
時
な
ど
に
預
金
の
払
戻
を

可
能
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
24
年
７
月
に
移
動

Ａ
Ｔ
Ｍ
車
の
稼
働
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
・ふ
く
し
ま
号
」は

被
災
に
よ
り
多
数
の
方
が
避
難
さ

れ
て
い
る
い
わ
き
市
や
南
相
馬
市

小
高
区
、山
形
県
米
沢
市
な
ど

６
ヶ
所
を
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。
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■
ふ
く
し
ま
復
興
へ
の
取
組
み

ふくしま応援ファンド
投資事業
有限責任組合

GP：無限責任組合員 
　 （株）東北復興パートナーズ

企　　業

出資

出資

投融資
（劣後ローン・優先株等）

L
P：
有
限
責
任
組
合
員 

　
　（
株
）東
邦
銀
行

L
P：
有
限
責
任
組
合
員 

　
　（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行

出資

100％出資

※

劣
後
ロ
ー
ン
や
優
先
株
等
を
活
用
し
た
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
格
復
興
ま
で
継
続
的
に
支
援
す
る
復
興
フ
ァ
ン
ド
で
す
。

営業拠点名 施設名（所在地） 運行スケジュール
いわきニュータウンポイント
小高ポイント
川内ポイント
広野ポイント
米沢ポイント
山形ポイント

いわきニュータウンセンタービル駐車場内
南相馬市小高区役所前敷地
高原のいで湯「かわうちの湯」駐車場内
広野町公民館駐車場内
置賜総合文化センター駐車場内
山形市総合スポーツセンター駐車場内

月曜日
火曜日（奇数週）

（偶数週）
（奇数週）水曜日
木曜日
金曜日

【移動ＡＴＭ車「ふるさと・ふくしま号」の営業拠点 】

出資割合8：2

①支援要請 ②買取要請

⑤金融機関による新規融資（再建資金）実行が可能

③金融機関→産業復興機構　債権を譲渡

④被災企業⇔産業復興機構　買取債権を劣後化（DDS）

支援表明 福島産業復興機構

産業復興
相談センター

震災前の金融機関借入
を全て買取り、資本的
劣後ローン（DDS）化

・事業計画のチェック
・新規融資の相談
・債権者調整
・買取価格の妥当性

中小企業基盤
整備機構

県
地域金融機関

金融機関
（保証協会）

〈被災事業者〉
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■
合
同
運
用
指
定
金
銭
信
託

　
「
福
島
復
興
へ
の
か
け
は
し
」の
販
売

　

当
行
向
け
の
劣
後
特
約
付
貸
出
金
を
主
な
運
用
資
産
と

す
る
金
銭
信
託
の
販
売
を
平
成
24
年
7
月
に
実
施
い
た
し

ま
し
た
。東
北
の
地
方
銀
行
に
お
い
て
は
初
の
取
組
み（
全
国

で
3
番
目
）で
あ
り
、

地
域
の
お
客
さ
ま
か

ら
託
さ
れ
た
資
金
を
、

福
島
の
復
興
と
発
展

に
向
け
て
積
極
的
に

活
用
い
た
し
ま
す
。

■
商
談
会
等
の
開
催

　

お
取
引
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
機
会
の
提
供
、販
路
拡

大
機
会
の
提
供
を
目
的
と
し
た
各
種
商
談
会
、Ｐ
Ｒ・販
売

イ
ベ
ン
ト
等
を
全
国
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

■
動
産
担
保
融
資（
Ａ
Ｂ
Ｌ
）へ
の
取
組
み

　

不
動
産
担
保
・
個
人

保
証
に
過
度
に
依
存
し

な
い
融
資
へ
の
取
組
み

を
強
化
す
る
た
め
、在

庫
商
品
を
一
体
的
に
担

保
と
す
る
融
資
手
法
で

あ
る
動
産
担
保
融
資

（
Ａ
Ｂ
Ｌ
）を
積
極
的
に

活
用
し
て
お
り
ま
す
。

■
一
般
財
団
法
人
と
う
ほ
う
地
域
総
合
研
究
所

　

一
般
財
団
法
人
と
う
ほ
う
地
域
総
合
研
究
所
は
、福
島

県
内
に
お
け
る
経
済
一
般
お
よ
び
諸
産
業
の
動
向
な
ど
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
い
、月
刊
誌「
福
島
の
進
路
」の
発
行
、

経
済
講
演
会
の
実
施
、研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
等
を
通
し

て
、地
域
経
済
・
産
業
等
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。な
お
、平
成
24

年
４
月
か
ら
の一
般
財
団
法

人
へ
の
移
行
を
機
に
調
査

対
象
を
地
域
社
会
に
ま
で

拡
大
し
、地
域
社
会
発
展

に
向
け
た
取
組
み
を
積
極

的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

■
経
済
活
性
化
へ
の
取
組
み

　当行の震災・原発
事故対応、復興支援
を含めた地域密着型
金融への取組みは、
東北財務局より平成
２３年度「地域密着型
金融に関する顕彰制
度」において顕彰を受けたほか、日本金融通信社よ
り「２０１１年度ニッキン賞」を受賞するなど、各方面
から高い評価をいただきました。これも皆さまから
のご支援の賜物であり、深く感謝申し上げます。

東北財務局顕彰、日本金融通信社「2011年度ニッキン賞」受賞

東北財務局顕彰

「ニッキン賞」受賞記念植樹

食料品ＡＢＬ
取扱事例

車輌

飼育牛 機械



　

福
島
県
が
推
進
す
る「
企
業
の
森
林
づ
く
り
」制
度
を

利
用
し
、平
成
24
年
10
月
に
北
塩
原
村
に
お
い
て
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
役
職
員
や

家
族
に
よ
る「
と
う

ほ
う
の
森
」づ
く
り

活
動
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。当
行
は
平

成
22
年
度
か
ら
同
様

の
活
動
を
継
続
し
て

お
り
、平
成
23
年
11

月
に
前
年
に
引
き
続

き
福
島
県
に
お
け
る

二
酸
化
炭
素
吸
収
量

認
証
制
度
の
認
証
団

体
に
な
り
ま
し
た
。

　

単
独
国
立
公
園
と
な
っ
た
尾
瀬
の
自
然
環
境
を
後
世
ま

で
末
永
く
守
る
た
め
、自
然
環
境
保
護
フ
ァ
ン
ド
を
販
売

し
、収
受
し
た
信
託
報

酬
の
一
部
に
つ
い
て
財

団
法
人
尾
瀬
保
護
財

団
へ
寄
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

創
立
70
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、働
く
こ
と
を

希
望
す
る
障
が
い
者
の
方
々
の〝
自
立
と
社
会
参
加
の
場
の
創

出
〞を
目
的
と
し
て
、東
北
の
金

融
機
関
で
は
初
と
な
る
障
が
い

者
が
中
心
に
働
く
子
会
社「
株

式
会
社
と
う
ほ
う
ス
マ
イ
ル
」

を
平
成
24
年
３
月
に
設
立
い
た

し
ま
し
た
。同
社
で
は
11
名
の

障
が
い
を
持
つ
社
員
が
、印
刷

業
務
や
名
刺・帳
票
等
の
作
製

業
務
を
行
って
お
り
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
屋
外
で
遊
ぶ

機
会
が
失
わ
れ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、当
行

研
修
セ
ン
タ
ー
の
室
内

野
球
練
習
場
を
屋
内

遊
び
場
と
し
て
整
備

し
、平
成
24
年
７
月
よ

り
無
料
で
広
く
一
般
の

方
に
開
放
し
て
お
り
ま

す
。

　

目
の
不
自
由
な
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
全

営
業
店
に
１
台
以
上
、Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
入
り
口
か
ら
一
番

近
い
場
所
へ
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
に
障
が

い
を
お
持
ち
の
お
客
さ
ま
が
、
窓
口
で
お
振
込
み
す
る
際

の
振
込
み
手
数
料
の
引
下
げ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
加

え
て
、
平
成
24
年
10

月
よ
り
、
視
覚
に
障

が
い
を
お
持
ち
の
お
客

さ
ま
か
ら
の
お
申
し

出
に
よ
り
、
預
金
取

引
明
細
通
知
お
よ
び

預
金
残
高
通
知
を
点

字
で
印
刷
し
、
お
客

さ
ま
へ
お
届
け
す
る
点

字
通
知
サ
ー
ビ
ス
の
取

扱
い
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。
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も   

り

　
当
行
で
は
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て「
環
境
保
全
活
動
」「
社
会
貢
献
活
動
」を
中
心
と
し
た

C
S
R
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

C
S
R（
企
業
の
社
会
的
責
任
）へ
の
取
組
み

環
境
保
全
へ
の
取
組
み

地
域
貢
献
へ
の
取
組
み

屋
内
遊
び
場「
と
う
ほ
う 

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
」

の
一
般
開
放
に
つ
い
て

「
と
う
ほ
う
の
森
」
づ
く
り

尾
瀬
の
自
然
環
境
保
護
フ
ァ
ン
ド
の
販
売

特
例
子
会
社「
株
式
会
社
と
う
ほ
う
ス
マ
イ
ル
」

の
設
立

障
が
い
を
お
持
ち
の
お
客
さ
ま
へ
の
取
組
み

ATM練習機を福島県盲人協会に設置（平成24年9月）



　

当
行
は
、「
小
さ
な
親
切
」運
動
の
福
島
県
本
部
事
務
局

を
担
当
し
、福
島
県
内
に
お
け
る「
小
さ
な
親
切
」運
動
の

普
及
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。親
切
な
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
贈
呈
の
ほ
か
、紙
芝

居
に
よ
る「
心
の
教
育
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、環
境
美
化
運
動
、パ

ン
ダ
ハ
ウ
ス
へ
の
寄
付
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
福
島
県
本
部
で
は
、平
成
２１
年
度

か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
売
却
益
で
発
展
途
上
国
の

子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運

動
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
読
売
グ
ル
ー
プ
ふ
く
し

ま
」と
相
互
協
力
の
も
と
、『
地
球
に
優
し
く
、子
ど
も
た

ち
に
愛
を
。ふ
く
し
ま
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
』を
展
開
し
、平

成
24
年
９
月
ま
で
の
累
計
で
２
１
７
ト
ン（
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
10
万
８
０
０
０
人
分
相
当
）も
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、大
き
な
運
動
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　　

社
会
福
祉
施
設
の
支
援
等
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
復
興
応
援
定
期

預
金
「
ほ
ん
と
の
空
」

の
販
売
額
に
応
じ
た

金
額
を
、
社
会
福
祉

法
人
福
島
県
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
付
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
、陸
上
競

技
短
距
離
の
日
本
記
録
保
持
者
な
ど
を
中
心
と
し
た「
東

邦
銀
行
陸
上
競
技
部
」を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。陸
上
競

技
部
で
は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
陸

上
教
室
や
福
島
県
内
の
小
中
高
生
を
対
象
と
し
た
リ
レ
ー

大
会
、東
邦
カ
ッ
プ「
第
１
回 

ふ
く
し
ま
リ
レ
ー
ズ
」を
開

催
す
る
な
ど
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
東
邦
銀
行
教
育
・
文
化
財
団
は
、県
内

で
活
動
し
て
い
る
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
対
象
に
助
成

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。年
２
回
、助
成
金
の
募
集

を
行
い
、年
間
20
〜
40
団
体（
ア
マ
チ
ュ
ア
）に
対
し
助
成

金
を
交
付
し
て
い
る
ほ
か
、同
財
団
が
運
営
・
管
理
す
る

「
原
郷
の
こ
け
し
群
西
田
記
念
館
」で
は
、年
３
回
の
企
画

展
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た「
こ
け
し
講
座
」を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
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CSR（企業の社会的責任）への取組み

　

地
域
へ
の
金
融
経
済
教
育
推
進
の一
環
と
し
て
、「
Ｔ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
親
子
金
融
教
室
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。１
億
円
体

験
や
お
金
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、お
金
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
へ
の
金
融
経
済
教
育
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に

小
中
学
生・高
校
生
向
け
の
銀
行
見
学
会「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
探
検

隊
」の
受
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ロ
ビ
ー
や
営
業
室
の

見
学
の
ほ
か
、札
勘
体
験
、お
金
や
銀
行
に
つ
い
て
の
勉
強

会
な
ど
を
開
催
し
、お
金
や
銀
行
の
役
割
、金
銭
感
覚
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
積
極
的
に
取
組
む
企
業

と
し
て
、「
子
育
て
を
行
う
従
業
員
が
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」「
従
業
員
全
員
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
」を
目
指
し

た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、平

成
21
年
８
月
に
福
島
労
働
局

よ
り「
次
世
代
認
定
マ
ー
ク（
愛

称〝
く
る
み
ん
〞）の
認
定
を
取

得
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

従
業
員
へ
の
取
組
み

教
育
支
援
へ
の
取
組
み

復
興
応
援
定
期
預
金
「
ほ
ん
と
の
空
」
販
売
に

よ
る
寄
付
金
の
贈
呈

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運
動

東
邦
銀
行
陸
上
競
技
部

公
益
財
団
法
人
東
邦
銀
行
教
育
・
文
化
財
団

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
親
子
金
融
教
室

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
探
検
隊

「
小
さ
な
親
切
」
運
動

次
世
代
認
定
マ
ー
ク「
く
る
み
ん
」取
得







■
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

●「
八
山
田
支
店
」の
開
設
に
つ
い
て

　

お
客
さ
ま
に
よ
り
身
近
で
一
層
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、平
成
24
年
11
月
に
郡
山
市
富
田
町
に「
八
山
田

支
店
」を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。個
人
の
お
客
さ
ま
を
対
象

と
し
た
土
曜
・日
曜
の
窓
口
営

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
等
各
種
ロ
ー
ン
の

ご
相
談
・お
申
込
み
受
付
に
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
い
た
し

ま
す
。ま
た
、３
６
５
日
毎
日

稼
働
す
る
全
自
動
貸
金
庫
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

●「
竹
田
綜
合
病
院
支
店
」の
移
転
に
つ
い
て

　

竹
田
綜
合
病
院
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
に
と
も

な
い
、平
成
24
年
10
月
に「
竹
田
綜
合
病
院
支
店
」を
新
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
西
側
へ
移
転

い
た
し
ま
し
た
。新
店
舗
で
は

安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
け
る

応
接
ブ
ー
ス
や
座
っ
て
ご
記
入

い
た
だ
け
る
タ
イ
プ
の
記
帳
台

を
設
け
た
ほ
か
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
営

業
日
を
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

●「
郡
山
中
町
支
店
」の
店
舗
建
替
え
に
つ
い
て

　
「
郡
山
中
町
支
店
」は
当
行
創
業
時
の
昭
和
16
年
11
月

か
ら
昭
和
21
年
12
月
ま
で
、

当
行
本
店
と
し
て
営
業
し
て

き
た
歴
史
を
も
つ
店
舗
で
あ

り
、長
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆

さ
ま
に
ご
愛
顧
を
賜
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、建
物
の
老
朽
化

等
に
よ
り
、同
一
敷
地
内
に
て

建
替
え
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

●
ロ
ー
ン
専
門
店

　

質
の
高
い
ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ロ
ー
ン
専
門
店
を
設
置
し
、平

日
の
営
業
時
間
を
延
長
す
る

と
と
も
に
、土
曜
日・日
曜
日

も
営
業
し
て
お
り
ま
す
。ま

た
、住
宅
ロ
ー
ン
を
は
じ
め

様
々
な
ロ
ー
ン
に
精
通
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
お
客
さ
ま
の
ご
相
談

を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

■
Ａ
Ｔ
Ｍ

●
新
型「
イ
ン
ス
ト
ア
型
Ａ
Ｔ
Ｍ
」の
設
置

　

お
客
さ
ま
に
と
って
、よ
り
利
用
し
や
す
い
場
所
で
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
店
内

に
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
室
等

の
専
用
ブ
ー
ス
を
持
た
な
い

コ
ン
パ
ク
ト
な「
イ
ン
ス
ト
ア

型
Ａ
Ｔ
Ｍ
」の
設
置
を
積
極

的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

●
通
帳
繰
越
機
能
付
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
拡
大

　
「
新
し
い
お
通
帳
へ
の
切
替
え
機
能（
通
帳
繰
越
機
能
）付

き
Ａ
Ｔ
Ｍ（
※
）」を
平
成
24
年
２
月
以
降
順
次
、全
て
の
本
支

店
に
原
則
１
台
以
上
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す（
平
成
24
年
12

月
に
完
了
予
定
）。

■
新
営
業
店
シ
ス
テ
ム
導
入

　

当
行
で
は
、お
客
さ
ま
の
利
便
性

や
満
足
度
の
向
上
、お
客
さ
ま
の
待

ち
時
間
短
縮
を
実
現
す
る
た
め
の
新

し
い
機
能
と
し
て
、対
話
型
相
談
端

末・シ
ス
テ
ム
連
携
機
能・イ
メ
ー
ジ
処

理
機
能
・ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
等
が
加
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■
さ
ら
に
便
利
、安
心
・
安
全
に
な
る
T
O
H
O
の
サ
ー
ビ
ス

※

最
終
ペ
ー
ジ
の
最
終
行
ま
で
記
帳
に
な
っ
た
お
通
帳
か
ら
新
し
い
お
通
帳
へ
切
替
え
が

で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
す
。ご
利
用
い
た
だ
け
る
お
通
帳
は
、普
通
預
金
通
帳
、総
合
口
座
通
帳
、

貯
蓄
預
金
通
帳
、決
済
用
普
通
預
金
通
帳
、納
税
準
備
預
金
通
帳
、カ
ー
ド
ロ
ー
ン
専
用
通

帳
で
す
。

店　　　名 営業時間

土・日曜
10：00～16：00

月～金曜
10：00～18：00

ローンプラザ福島支店
ローンプラザ須賀川支店
ローンプラザ会津支店
郡山ローンセンター（新さくら通り支店内）
八山田ローンセンター（八山田支店内）
白河ローンセンター（新白河支店内）
いわきローンセンター（いわき鹿島支店内）
仙台ローンセンター（仙台支店内）

月～金曜
9：00～17：00

※
お
電
話
は
各
店
の
営
業
時
間
内
に
承
り
ま
す
。

※
平
日
15
：0
0
以
降
と
土
曜
日
・
日
曜
日
は
相
談
業
務
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
祝
日
お
よ
び
12
月
31
日
〜
1
月
3
日
、5
月
3
日
〜
5
月
5
日
は
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、12
月
31
日
〜
1
月
3
日
、5
月
3
日
〜
5
月
5
日
の
い
ず
れ
か
の
日
が
土
曜
日
・
日
曜
日

に
重
な
っ
た
場
合
を
除
き
、祝
日
と
土
曜
日
・
日
曜
日
が
重
な
っ
た
日
は
営
業
い
た
し
ま
す
。



ICチップ

わ
っ
た
新
営
業
店
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、平
成
24
年
10
月
に
全

店
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

新
営
業
店
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、操
作
性
向

上
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
簡
素
化
に
加
え
、事
務
効
率
化
や
厳

正
化
を
実
現
い
た
し
ま
す
。

■
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

●
月
額
利
用
手
数
料
の
無
料
化

　

ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
の
お
客

さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、平
成
24
年
６
月
よ
り
月

額
手
数
料
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。ダ
イ
レ
ク

ト
バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
等
か
ら「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
か
ら
で
も
」残
高
照
会

や
振
込・振
替・投
資
信
託・外
貨
預
金
の
お
取
引
が
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

●
東
邦
Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
発
行

　

偽
造
カ
ー
ド
に
よ
る
預
金
の
不
正
引
出
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、県
内
金
融
機
関
で
は
初
と
な
る「
東
邦
Ｉ
Ｃ

キ
ャッ
シ
ュカ
ー
ド
」の
発
行
を
平
成
18
年
６
月
か
ら
開
始
し
て
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お
り
ま
す
。な
お
、当
行
全
て
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

イ
ー
ネ
ッ
ト
Ａ
Ｔ
Ｍ
、ロ
ー
ソ
ン
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
東
邦
Ｉ
Ｃ
キ
ャッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
1
日
あ
た
り
の
ご
利
用
限
度
額
の
設
定

　

Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、ご
利
用
限
度

額
を
１
日
あ
た
り
２
０
０
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
。限
度

額
に
は
当
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ほ
か
、他
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
、デ
ビ
ッ
ト
加

盟
店
で
の
ご
利
用
金
額
を
含
み
ま
す（
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、ご
利
用
限
度
額
を
１

日
あ
た
り
１
０
０
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
）。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
暗
証
番
号
変
更
受
付

　

当
行
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、す
べ
て
の
当
行
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
す
ぐ
に
暗
証
番
号
を
変
更
い
た
だ
け
ま
す
。

■
被
害
に
あ
わ
れ
た
場
合
の
補
償
等

●
偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
被
害
に
対
す
る
補
償

　

当
行
で
は「
偽
造
カ
ー
ド
・
盗
難
カ
ー
ド
預
金
者
保
護

法
」に
則
り
、偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
不
正

な
払
戻
し
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
お
客
さ
ま
に
対
し

て
、被
害
の
補
償
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

●
盗
難
通
帳
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る

　

被
害
補
償

　
「
偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
被
害
に
対
す
る

補
償
」に
準
じ
て
、盗
難
通
帳
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
も
補
償
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

TOHO トピックス 2

　他の金融機関において、インターネットバンキングの暗証番号等の入力を誘導する「不正な偽の
ポップアップ画面」が表示される新たな犯罪が発生しております。
　インターネットバンキングをご契約のお客さまは、十分ご注意いただくとともに、不明な点、不審な
点などを発見された場合は、下記のヘルプデスクにお問い合わせください。

ポップアップ画面を利用した犯罪（暗証番号等の詐取）にご注意ください！ポップアップ画面を利用した犯罪（暗証番号等の詐取）にご注意ください！ポップアップ画面を利用した犯罪（暗証番号等の詐取）にご注意ください！

※インターネットバンキング（個人の
お客さま）またはたすかる君ＷＥＢ
（法人・個人事業主のお客さま）の
ログオン時に、すべての数字を入
力する画面が表示された場合は、
悪用されるおそれがありますので、
絶対に入力しないでください。

ヘルプデスク

個人のお客さま

＜東邦＞ハローサービスセンター

法人・個人事業主のお客さま

＜東邦＞ＥＢヘルプデスク

受付時間　平日9:00～17:00
0120-14-8656

受付時間　平日9:00～18:00
0120-104-110
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■中間連結損益計算書（平成24年4月1日から平成24年9月30日まで）
科　　　　　目 金　　　　　額

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

57,952
315,966
5,425
341

29,533
1,197,245
2,447,645

1,525
9,128
36,156
3,112
9,674
4,509

△20,404

4,097,812

21,307 
（16,637）
（4,459）
 5,359 
4,015 
1,593 

1,262 
（962）
2,730 
643 

18,488 
3,424 

32,276

26,549

5,727
0

197
5,530
1,294
697

1,992
3,538

3
3,535

3,529,025
352,760
31,944
120

13,484
10,775
387
262
268
77

3,703
4,509

3,947,320

23,519
13,653
106,417
△331

143,258
6,345
674
7,019
214

150,492
4,097,812

（資産の部）
現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（負債の部）
預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
ポイント引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
その他の包括利益累計額合計
少 数 株 主 持 分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（ う ち 貸 出 金 利 息 ）
（うち有価証券利息配当金）
役 務 取 引 等 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（ う ち 預 金 利 息 ）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
少数株主損益調整前中間純利益
少 数 株 主 利 益
中 間 純 利 益

■子会社・子法人等
会社名 主要業務内容

東邦情報システム株式会社 電子計算機ソフトウェア開発業務

区分

子法人等
株式会社とうほうスマイル 帳票等の印刷・製本業務 子会社

■関連法人等

■中間連結貸借対照表（平成24年9月30日現在） （単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（ご参考）

16
16

16
16

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

1.
2.
3.

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
共同信託他社管理財産の取扱いはありません。
元本補てん契約のある信託の取扱いはありません。

（注）

科　　　　　目 金　　　　　額

資　　　 産 金　　 額 負　　　 債 金　　 額

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

57,951
315,966
5,425
341

29,533
1,196,573
2,447,645

1,525
9,090
36,149
3,112
9,649
4,509

△20,404

4,097,071

3,529,165
352,890
31,944
120

13,465
10,733
383
262
268
77

3,703
4,509

3,947,524

23,519
13,653
13,653
105,660
9,513
96,146
△297

142,535
6,336
674
7,010

149,546
4,097,071

   21,307　      
（16,637）
（4,459）
 5,359 
3,967  
1,508 

1,262 
（962）
2,730　
611　

18,474　
3,423 

32,144

26,503

5,641
0

197
5,444
1,286
697

1,984
3,459

■第110期中（平成24年9月30日現在）中間貸借対照表 ■第110期中（平成24年4月1日から平成24年9月30日まで）中間損益計算書

■第110期中（平成24年9月30日現在）中間信託財産残高表

現金預け金
合 計

（資産の部）
現 金 預 け 金
コ ー ル ロ ー ン
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（負債の部）
預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
ポイント引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（ う ち 貸 出 金 利 息 ）
（うち有価証券利息配当金）
役 務 取 引 等 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（ う ち 預 金 利 息 ）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
中 間 純 利 益

金 銭 信 託
合 計

（単位：百万円） （単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

会社名 主要業務内容
リース業務
電子計算機による計算業務
信用保証業務
クレジットカード業務および信用保証業務
クレジットカード業務および信用保証業務

東邦リース株式会社
東邦コンピューターサービス株式会社
東邦信用保証株式会社
株式会社東邦カード
株式会社東邦クレジットサービス

グループの24年度中間決算のご報告（連結情報）

24年度中間決算のご報告

［資産の部］
企業や個人へのご融資であ
る「貸出金」、債券や株式で
の運用を表す「有価証券」、
短期金融市場での運用を
表す「コールローン」などの
資金の運用状況を表してい
ます。

［負債の部］
「預金」等、主に資金の調達
状況を表しています。

［純資産の部］
株主の皆さまからのご出資
である「資本金」や、これまで
の利益の蓄えである「剰余
金」等を表しています。

［経常収益］
企業の売上高と同様に、貸
出金利息や各種手数料等の
収益を表します。

［経常費用］
企業の売上原価と同様に、
預金利息や営業経費等の
費用を表します。

［経常利益］
経常収益から経常費用を控
除したものです。

［中間純利益］
経常利益に、特別損益や法
人税等を加減して算出し、
当上半期中の利益を表しま
す。

中間期末における資金の運
用・調達の状況等を示します。

半年間の営業の結果、どのよ
うに利益が生じたかを示します。

中間貸借対照表とは

中間損益計算書とは
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事業年度
　当行の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までの1年と
します。

株式数・株主数
［株式数］　・発行可能株式総数……………………798,256,000株
　　　　　・当期末の発行済株式の総数…………255,500,000株
［株主数］　・当中間期末現在株主数………………………12,138名

配　当
　期末配当の基準日は、毎年3月31日といたします。
　中間配当をする場合は、取締役会の決議によって、毎年9月30日を
基準日として配当いたします。

定時株主総会
　毎事業年度終了後3か月以内に開催いたします。

定時株主総会の基準日
　定時株主総会の議決権の基準日は、毎年3月31日といたします。

単元株式数
　当行の単元株式数は、1,000株といたします。

株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関
事務取扱場所　東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
　　　　　　　日本証券代行株式会社　　電話　 0120-707-843

株式取扱手数料
　株式取扱規程に定める手数料

公告掲載方法
　電子公告の方法により、当行ホームページに掲載いたします。
　ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、福島市において発行する福島民報お
よび福島民友ならびに東京都において発行する日本経済新聞に掲載
いたします。

東邦銀行ホームページ  http://www.tohobank.co.jp/

〈 各種お手続きのご案内 〉●住所変更、配当金受取方法の変更等のお手続き
　　原則として株主さまが口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にお申し出ください。株主名簿管理人（日本証券代行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。
●特別口座に関する各種お手続き
　　証券会社に口座を開設されていない株主さまにつきましては、特別口座を開設しております。特別口座から株主さまが証券会社に開設された口座への振替、単元未満株式の買取請求
および買増請求等の各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（日本証券代行）にお問い合わせください。

株主優待制度
　株主の皆さまからの日頃のご支援にお応えするとともに、当行への投資魅力をこれまで以上に高め、より多くの皆さまに長期間当
行株式を保有していただくことを目的に、株主優待制度を導入いたしております。毎年3月31日の株主名簿に記録された1,000株
（1単元）以上お持ちの株主さまに対し、金利上乗せ商品である「株主優待定期預金」を取扱っております。

ディスクロージャー誌 ミニディスクロージャー誌

当行に関する詳しい情報は、ホームページでご覧ください。

「IR情報」
▼

「ディスクロージャー」をクリック

東邦銀行 検索

当行は積極的な情報発信により、透明度の高い銀行を目指しています。
ホームページでも様々な情報を開示しておりますので、どうぞご活用ください。

東邦銀行の詳しい情報は をクリック

http://www.tohobank.co.jp/

○株主・投資家の皆さま

○トップページ

経営理念、決算短信、有価証券報告書、
ディスクロージャー誌、アニュアルレポート、
プレスリリースなど、株主の皆さま向けの
情報を電子ブック形式などで見やすく掲載
しております。

預金商品、投資信託、ローン商品、
クレジットカード、ダイレクトバンキン
グなど、様々な商品・サービスについ
ての情報を掲載しております。

株式についてのご案内
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齋  正機（さい  まさき）
1966 年　福島県 福島市生まれ
1992 年　東京藝術大学 美術学部 
　　　　  絵画科 日本画専攻 卒業
1994 年　同 大学院 修了

『涙ヲ拭ク』 F4号  日本画  2011年制作

『
涙
ヲ
拭
ク
』

叱
ら
れ
て
母
親
に
あ
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ま
る
も

許
し
て
も
ら
え
ず
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プ
ロ
ン
で
泣
く
。

か
な
り
泣
い
て
や
っ
と
許
し
て
も
ら
う
。

そ
ん
な
日
常
的
な
情
景
。



各支店の地図をホームページでご覧いただけます。

※福島第一原子力発電所事故の影響により、6ヵ店は臨時休業させていただいております。

http://www.tohobank.co.jp/

店舗ネットワークのご案内

●相馬支店●梁川支店

●喜多方支店

高田支店●

●山口支店

●田島支店
●石川支店

矢吹支店●

●浅川支店

●棚倉支店

●塙支店

●会津下郷支店

●
猪苗代
支店

●保原支店

●川俣支店●二本松　支店
●本宮支店

●三春支店

●船引支店

●小野支店

●原町支店

●小高支店※

桑折支店●

塩川支店●
坂下支店●

●川口支店

只見支店●

新白河支店●

鏡石支店●

●浪江支店※

●双葉支店※

●大熊支店※

●富岡支店※

●楢葉支店※

●東京都

●仙台市

●日立市

●水戸市

●宇都宮市

●新潟市

東京支店　
新宿支店

仙台支店　
仙台東支店

日立支店

水戸支店

宇都宮支店

新潟支店

●インターネット支店

●郡山ローンセンター 
　（新さくら通り支店内）

●お金運用プラザ 
　（本店営業部内）

会津
若松市

郡山市

福島市

大森支店
北福島支店
県庁支店
笹谷支店
瀬上支店
中町支店

本店
福島市役所支店
福島医大病院支店
飯坂支店
飯野支店
泉支店

西福島支店
東福島支店
平野支店
福島駅前支店
福島西中央支店
方木田支店

蓬莱支店
松山支店
南福島支店
渡利支店
ローンプラザ福島支店

須賀川市

いわき市白河市

会津支店
会津アピオ支店
会津若松市役所支店
会津一之町支店
竹田綜合病院支店
会津本町支店
滝沢支店
門田支店
ローンプラザ会津支店

郡山荒井支店
郡山駅前支店
郡山大町支店
郡山卸町支店
郡山北支店
郡山中町支店
郡山東支店

郡山支店
郡山市役所支店
郡山総合卸市場支店
安積支店
大槻支店
希望ケ丘支店
桑野支店

郡山南支店
菜根支店
新さくら通り支店
富田支店
西ノ内支店
八山田支店

（平成24年11月現在）

内郷支店
小名浜支店
神谷支店
平西支店
勿来支店

平支店
いわき市役所支店
いわき泉支店
いわき鹿島支店
植田支店

谷川瀬支店
湯本支店
四倉支店

須賀川支店
須賀川東支店
ローンプラザ須賀川支店

●白河ローンセンター　
　（新白河支店内）

●八山田ローンセンター　
　（八山田支店内）

●いわきローンセンター 
　（いわき鹿島支店内）

白河支店
白河市役所支店
白河西支店

東邦銀行ホームページ

■お問い合わせ先
ご照会内容

[ハローサービスセンター] 
0120-14-8656　ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

お問い合わせ先

[ビジネスローンプラザ] 
0120-1047-17　ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[投信・金融商品仲介フリーダイヤル] 
0120-104-150　ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[個人ローン専門店（福島・郡山・須賀川・会津・いわき・白河・仙台）]　
0120-６０８-１０４　 月～金※１／（ローンプラザ）10:00～18:00 （ローンセンター）9:00～17:00

土・日※２／（ローンプラザ・ローンセンター）10：00～16：00

ご利用時間

商品・サービスのご照会

事業資金のご相談（金融円滑化に関するご相談）

個人向けローンのご相談（金融円滑化に関するご相談）

投資信託・金融商品仲介業のご照会

[保険フリーダイヤル] 
0120-104-906　ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[お客さま相談室] 
電話 024-523-3131（代表）　ＦＡＸ 024-524-1159

年金保険等生命保険のご照会

[TOHOモビット専用フリーダイヤル] 
0120-24-919-6　ご利用時間 24時間 （365日受付）

クイックカードローン「TOHOモビット」のご照会

[ヘルプデスク]【個人のご契約者専用】 0120-104-123　ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

【法人のご契約者専用】 0120-104-110　ご利用時間 9:00～18:00 （銀行休業日を除く）
インターネットバンキング操作

ご相談・ご意見・苦情

ダイレクトバンキングのサービス内容
テレフォンバンキングの操作方法等

※１．祝日、１２月３１日～１月３日、５月３日～５月５日を除きます。
※２．１２月３１日～１月３日、５月３日～５月５日を除きます。ただし、その他の祝日と土曜日・日曜日が重なった日はご利用いただけます。

受付時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

本誌にはFSC認証用紙を使用し、
植物油インキで印刷しています。

平成24年12月発行 東邦銀行総合企画部 広報・社会貢献室
〒960-8633 福島市大町3番25号　　電話（024）523-3131

福島市内（23ヵ店）

郡山市内（20ヵ店）

会津若松市内（9ヵ店）

白河市内（3ヵ店） 須賀川市内（3ヵ店） いわき市内（13ヵ店）

県外支店（8ヵ店）

インターネット

ローンセンター

資産運用相談店舗

●仙台ローンセンター　
　（仙台支店内）
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